Canon 


レー ヴ ビームプ u ンタ 

Satera LBP 5600 

設置時にお読みください 



最ネ如こお読みください。 

このたびはキヤノン LBP 已已00をお買い上げいただを、ありがと5ございます。 
ご使用前に必ずこの取扱説明書をお読み<ださい。 

将来いつでち使用でさるよ5に大切に保管してください。 
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はじめに 


、取巧説明書について 


本プリンタの CD-ROM には、取扱説明書の電子マニュアル （PDF) が収め 
5れています。 

CD-R 日 M をお使いになる前こ、本書のに D-R 日 M について」（一 P.70) を 
参照してください。 

■設置時にお読みください（本書） 馬 ¢1 : Manual, 1 .pdf 

本プ U ンタを設置して印刷びでさるよラにするまでの準備のしかたについて 
説明しています。 

■ かんたんメンテナンスガイド! 

トナーカート U ツジやドラムカート U ツジ、廃トナー容器の交換方法や紙づ 
まりの処理方法の概要を説明しています。 

■ ユー ザー ズガイド Manual_2.pdf 

印刷のしかた、日常のお手入れ、困ったとさの対処のしかたなどを説明して 
います。 

■ネジトワークガイド/スタート編!¢1 

ネツトワーク環境で印刷するための準備のしかたについて説明しています。 
ネツトワークガイド/スタート編は、オプションのネツトワークボードに同 
捆されています。 

■ネジトワークガイド/本編 圍： ManuaL3.pdf 

ネットワーク環境で印刷するための設定やプ U ンタを管理する方法について 
説明しています。 


■ リモート UI ガイド圈： Manual_4.pdf 

Web ブラウヴからプ U ンタを操作-設定するち法について説明しています。 

Qj このマークび付いているガイドは、製品に同捆されている紙マ 

ニュアルです。 

P このマークが付いているガイドは、 CD-ROM に収められている 

PDF マニュアルです。また、このマークの横に記載しているファ 
イル名 （ManuaM .pdf など）は CD-R 日 M の 「Manuals」 フォ 
ルダに収められている PDF マニュアルのファイル名です。 
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PDF マニュアルは、に D-ROMSetup」 か5ご質いただけます。(- ►CD- 
ROM Setup について： P.70) 


重要 


PDF 形式のマニュアルを表示するには、 Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader び必要です。ご使用のシステムに Adobe Reader/ 
Adobe Acrobat Reader びインス I ルされていない場合は、アドビ 
システムズ社の すーム ページからダウン n — ドし、インスI -ー ルしてく 
ださい。 


r マークについて 


本書では、を全のためにお守りいただきたいことや取り扱い上の制限-ま意 
などの説明に、下記のマークを付けています。 


A 胃胃取り扱いを誤った場合に、死 t または重傷を負ラ恐れのある警告事項が 
書かれています。まをに使用していただくために、必ずこの警告事項を 
お守りください。 


A 迁意 取り扱いを誤った塌合に、傷害を負う恐れや物的損害が発生ずる 
恐れのあるま意事項が書かれています。ままに使用していただく 
ために、必ずこのミち意事項をお守りください。 


重要 


操作上、必ず守っていただきたい重要事項や制限事項が書かれて 
いまず。誤った操作によるトラブルを防ぐために、必ずお読みく 
ださい。 


@メモ]操作の参考となることや補足説明が書かれています。お読みにな 
ることをおずずめしまず。 


略抑について 


本書に記載されている名称は、下記の略称を使用しています。 

Microsoft® Windows® 98 operating system 日本語版： Windows 白8 

Microsoft® Windows® Millennium Edition operating system 日本語版： Windows Me 


Microsoft® Windows® 2000 叩 eratin 呂 system 日本語版： Windows 2000 
Microsoft® Windows® XP 叩 erating system 日本語版： Windows XP 

Microsoft® Windows Server™ 吕日 03 叩 eratin 目 system 日本語 版： Windows Server 2003 
Microsoft® Windows® operating system : Windows 








商標にごいて 


Canon、Canon □ゴ、 LBP 、 NetSpot は、キヤノン株式含社の商標です。 
FoMComposer 、 FontGallery は、キヤノン株式会社の日本における登録 
商標です。 

Adobe、Adobe Acrobat、Adobe Reader は 、 Adobe Systems 
Incorporated (アドビシステムズ社）の商標です。 

Apple、TrueType は、米国 Apple Com 叫 ter , Inc . の商標です。 

IBM は、米国 International Business Machines Corporation の商標で 
す。 

Microsoft、Windows は、米国 Microsoft Corporation の米国および他 
の国における登録商標です。 

Windows Server は、米国 Microsoft Corporation の商標です。 

その他、本書中の社名や商品名は、各社の登録商標または商標です。 


f シヨン品について 


本プリンタの機能をフルに活かしてお使いいただくために、次のよラなオプ 
ション品を用意しています。必要に応じてお買い求めください。オプション 
品については、本プリンタをお買いおめになった販売店にお問い合わせくだ 
さい。 

■ぺーパーフィーダ 

本プ U ンタは、標準状態で給紙カセットと手差しトレイの合計2つの給紙 
部びあります。オフションの日已日枚ペーノくーフィーダを3台装着すると、 
最大已つの給紙部を使用することが可能です。 

已已〇枚ペーパーフィーダユニット PF - 日8は、已已〇枚ペーパーフィーダ 
と已已〇枚給紙カセットびセットになっています。 

已已〇枚給紙カセットには、 A 3、 B 4、 A 4、 B 已、 A 已、レジャ ー（] 1 X 
]7)、リーガル、レター、エグゼクティブサイズと拟下のサイズのユーヴ 
定義用紙を普通紙 （64 旨/ m 2 の場含）で最大約已已〇枚までセットできま 
す。 

• 縦置きの場合：幅21日.日〜2日 7.0 mm 、 長さ 210.0-431.8 mm 
• 横置きの場合：幅21日.〇〜2日 7.0 mm 、 長さ1 48.0 〜297.0 mm 
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■ぺディスタル 

ぺディスタルは、本プ U ンタを操作しやすい高さに設置したり、移動しや 
すくするための専用台です。プ U ンタ本体の底面またはペーパーフィーダ 
の底面に取り付けることびできます。移動用のキヤスタと固定するための 
アジヤスタび付いています。 

ぺデイスタルには、キヤスタタイプとボックスタイプの2種類びあります。 



■ネジトワークポード 

ネットワークボードは、本プ U ンタを LAN に接続するための TCP / IP プ 
□ トコルに対応したプ U ンタ内蔵型ネットワークボードです。ネットワー 
クボードにはブラウザを使ってプ U ンタの機能び設定できる「リモート 
UI 」 を内蔵しており、プ U ンタの設定•管理をネットワーク上のコンピュー 
夕か b 行えます。また、コンピュータ上でネットワークに接続されたプ U 
ンタの設定や管理を行うプ U ンタ管理ユーテイ U テイ 「NetSpot Device 
Installed も利用することびできます。 
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居境にごいて 


設置環境 

本プリンタを安をかつ快適にご使用いただくために、似下の条件を満たした場所に設 
置してください。 


重要 


本プ U ンタを設置ずる前に、 r 安全にお使いいただくために」 
ユーヴーズガイド）を必ずお読みください。 


•電源電圧は L ソ下の範团内でお使いください。 

AC 100 V ± 10% 

已日/日日 Hz ±2 Hz 

•本プリンタの最大消費電力は1300 vruTF です。電気的なノイズや許容範 
囲を超える電源電圧の降下は、本プリンタだけでなく、コンピュータ本体の 
誤作動やデータ消失の原因になることがあります。 

* を：この値は起動時の瞬間のなピークを除いた値です。 

•電源を接続するとをは、次の事項をお守りください。 

-必ず1巳 A し: LL の電源コンセントに、プ U ンタの電源を接続してください。 

-アース線を接続してください。 

お使いの電源について不明な点があれば、ご契約の電力会社またはお近くの電気店など 
にご相談ください。 


n アース線を接続してください。アース線を接続しないで万一漏電した場 

合は、火がや感電の原因になります。 



•温度、湿度が似下の範囲内の場所でご使用ください。 
周囲温度：10〜3日で 
周囲湿度：10〜8日 ％ RH (結露しないこと） 



























重要 


次のよラな場合は、プ U ンタ内部に水滴び生じる（結露）ことびありま 
す。本プ U ンタを周囲の温度や湿度に慣らすために、2時間政上放置し 
てからご使用ください。プ U ンタ内部に水滴び生じると、巧紙の搬送に 
不具合び起こり、祇づまりやプ IJ ンタの故障、動作不良となることびあ 
0ます。 

-本プ U ンタび設置されている部屋を急激に暖めた場合 
-本プ U ンタを温度や湿度び低し'!場所か5高い場所へ移動させた場合 


^ メモ I 超音波加湿器をご使用のお客様へ 

超音波加湿器をご使用の際に、水道水や井戸水をご使用になりますと、 
水中の不純物び大気中に放出され、プ1」ンタの内部に付着して画徹不良 
の原因となります。ご使用の際には、純水など不純物を含まない水のご 
使巧をおすすめします。 

•本プリンタは、次のような場所に設置してください。 

-十分なスペースび確保できる場所 
-風通しびよい場所 
-平坦で水平な場所 

-本プリンタおよびオフシヨン品の質量に耐えられる十分な強度のある場所 


A 警告 アルコール、シンナーなどの引火性溶剤の近くに設置しないでくださ 

し、。引火性溶剤が製品内部の電気部品などに接触ずると、火がや感電の 
原因になります。 


A ; 王,音、 • 本プリンタを次のよラな場所に設置しないでください。火がや感電の原 
因になることがあります。 

-湿気やほこりのをい場所 

-調理台や加湿器のそばなど油煙や湯気があたる場所 
. 雨や雪が降りかかるよラな場所 
-水道の蛇口付近などの水気のある場所 
-直射日光のあたる場所 
* 局温1しなる場尸斤 
-火気に近い場巧 

• ぐらついた台の上や傾いた所などの不安定な場所、振動のをい場所に設 
置しないでくださし k 落ちたり倒れたりして、けがの原因になることが 
あ0ます。 


重要 


本プ U ンタは次のよラな場所に設置しないでください。故障の原因とな 
ることびあります。 

-急激な温度変化や湿度変化びある場所や結露の発生する場巧 
■ 風通しの悪い場尸斤 
-磁気や電磁波を発生する機器の近く 
-実験室など、化学反応を起こすよラな場所 

-空気中に、塩分やアンモニアガスなどの腐食性または毒性のガスを含 
んでいるよラな場所 


-本プリンタおよびオフシヨン品の質量で歪んだり、巧む可能性のある 
場所（じゅラたん、畳などの上） 

プリンタの寸法 

本プリンタの鲁部の寸法は、 L ソ下のようになっておりまず。 


♦プ U ンタ本体のみ 

前面今 (..) 



♦フルオプション装着時 

-ぺーパーフイーダ X 2 段+ぺデイスタル（ボックスタイプ) 


前面^ 


(mm) 



-ペーパーフイーダ X 3 段+ぺデイスタル（キヤスタタイプ) 


カセツ ト保畫 カバー 



691.5 一 588 .109 


(mm) 


(T 


«! 


n 


m 
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上カパー- 
前 カバー _ 

夕 I 


フルオプション装着時 

ペーパーフィーダ X 2 段+ぺデイスタル（ボックスタイプ） 

It 



上カバーー 
前カバー 


’し'- 


ペーパーフィーダ X 3 段+ぺデイスタル（キヤスタタイプ） 



設置スぺ ース 

本プリンタの周囲には、次のよラな空間を確保し、本プリンタの質量に耐えられる場 
所を選んで設置してください。周囲に必要なスペース、足の位置は次のよラになって 
いまず。 

参周囲に必要なスぺース 
前面吟 

•プリンタ本体のみ （ mm ) 



; I -- 

ぶ 

の 

CD 

に 

の 

お 




i 
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参足の位置 


の 


亡 


63 442.7 82.3 « (mm) 

コム足の高さは 6 mm 、 先端は前側1已 mmx 23 mm 、 を側 24 mmx 1 0 mm の長方形です。 


t68 tsL サ 


唯 


的巧 


S8 8; 


面 

前 





















































































































































システム環境 


OS ソフトウエア環境 
- Microsoft Windows 98日本語版 
■ Microsoft Windows Me 日本語版 


- Microsoft Windows 2000 Server/Professicinal 日本語版 
■ Microsoft Windows XP Professional/Home Edition 日本語版 
- Microsoft Windows Server 2003 日本語版 


(32 ビツトプ□セツヴバージヨンのみ) 


重要 


曰本語版しソ外の 0 S には対応していません。 


動作環境 



Windows 98/Me 

Windows 2000/XP/Server 2003 

CPU 

Pentium 

Pentium II 

300 MHz け上 

300 MHz が上 

メモ U (RAM) * 

居 4 M 目な上 

128 M 巨 L 义上 

A - ドディスク 

40 MBLU ± 

Windows 2000 : 6日 M 巨じし h 

巧を容量 


Windows XP/Server 2003 : 70 M 巨む上 


(旧 M - PC 互換徽 


お使いのコンピュータのシステム構成や使用するアプ IJ ケーシヨンによ D 実際に使用でさるメ 
モリ容量び異なるため，上記の環境はどんな場合でち印字を保証するをのではありまはん。 


推奨環境 



Windows 98/Me 

Windows 2000/XP/Server 2003 

CPU 

Pentium III 

1 .SGHzULh 

Pentium III 

1.2 GHzm ± 

メモリ (RAM) 

1 视 M 巨ムソ上 

2 已 6 U 日凹上 


インタフェース環境 
USB 接続時 

■Windows 98 /Me : USB Full-Speed (USB 1.1 相当） 

■Windows 2000/ XP/Server 2003 : USB 2.0 Hi - Speed/USB Full-Speed 
(USB 1.1 相当） 

ネットワーク接続時（接続するにはオプションのネットワークボードが必要でず。） 
■コネクタ：10 BASE - T または1日 0 BASE-TX 
■プ □ トコル： TCP/IP 


@ メモ！ • ヴウンドをお使いになる場合は、 PC 音源（および PCM 音源のドライ 
バ）び組み込まれている必要びあります。 PC スピーカドライバ 
( speaker . drv など）はお使いにならないでください。 

• 本プリンクは、双ち向通信を行います。片ち向通信のプリントサーバや 
US 目 A ブ-切替器等を使用しての接続は、動作確認を行っておりませ 
んので動作保証はでさません。 
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ステップ 1 J 


プリンタをおか 6 取り出 
して、設置します 


パツケージの内容を確認する 


プリンタを設置する前に、パッケージに次のちのがすべて揃っているかどラ 
かを確認してください。万一す足しているものや破損しているちのがあった 
場合には、お買い求めの販売店までご連絡ください。 




□電源コード□ドラムカート1」ツジ X 4 □用紙サイズ 

表术板 


(給紙カセット、定着器、 
廃トナー容器び取り付けら 
れています。） 




□交換用廃トナー□トナーカートリッジ □アース線 


容器 


X 4 



□フェライトコア □かんたんメンテナンスガイド 

□CD-ROM /- 7 I - 7 

「 LBP 5600 User Software] /_/ /_/ 

- CAPT(Canon Advanced Printing / -------- / / ニニニニニニニニ f 

Technology) ソフトウェア y L - ! t - f 

- USB クラスドライバ M 設置時にお読みください □かんたん設置ガイド 

■ NetSpot Device Installer (本書） 

- Canon CAPT Print Monitor 
’ FontGallery 

-設置時にお諭ください（ホ書） 

’ュ-ヴ-ズガイド 義義 

’ネットワ-クガイド/本編 殘き m 

• U モート UI ガイド 心'^さ^/ 

- CAPT Windows 

ファイアウォ-ルユ-ティリティ IHFontGallery 全書体見本 □巧証書 □用紙サイズ 

シール 



杨 メモ I •本プ U ンタにはインタフェースケースレは付属していません。お使いの 
コンピュータ、または接続方法に合わせてご用意ください。 

• フェライトコアは、オプションのネットワークボード装着時に必要にな 
0ます。なくさないよラに保管しておいてください。 
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設置場巧に運ぶ 


設置場所力觸保できたら、プリンタ本体をパッケージから取り出し、設置場 
巧へ運びます。 


重要 


• 本プ U ンタ巧ぺディスタルを使用せずに本体のみを設置する場合は、本 
体の質量に耐えられる机などに言受置して < ださい。 

•本プ U ンタの質量で歪んだり、沈む可能性のある場所（じゅラたん、畳 
などの上）には設置しないでください。 


• オプションのぺディスタルやペーバーフィーダを取り付けるときは、プ 
1」ンタ本体をバッケージか5取り出す前にぺディスタルやペーパー 
フィーダを設置してください。ぺディスタルの設置ちまについては、ぺ 
ディスタルに付属の取扱説明書を、ペーノてーフィーダの設置ち法につい 
ては、「ぺーパーフィーダの取り付け」（一 P .47) を参照してください。 







































プリンタ本体をパッケージか 5 取り出し、設置場所へ運びまず。 


プ U ンタ本体下部にある運搬巧取っ手に4人 ULL で手を掛け、同時に持ち上げて 
運びます。 



ム迂意•本プリンタは、ドラムカートリツジとトナーカートリツジを取り付けて 
いない状態で約日日 kg あります。必ず4人!; Lt で腰などを痛めないよ 
ラに注意して持ち運んでください。 


• 絶対に給紙カセットなど、運搬用取っ手掛がの部分を持たないでくださ 
し、。落としてけがの原因になることがあります 


ステップ 

1 



重要 


• プリンタ本体の取り出し作業は、周囲に十分なスペースびあるにい場所 
で、必ず4人料上で行ってください。 

• 給祇カセツトや前カバーなどを止めているテープは、付けたまま持ち運 
んで < ださい。 
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設置場所にゆっくりとおろします。 


A ま意 プ U ンタはゆつ<りと慎重におろして<ださい。手などを挟むと、けが 
の原因になることがあります。 


重要 


設置場所には、オプシヨン品の取り付けやケーブルの接続などを行ラた 
めのスペースを確なしておいてください。 
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ステップ 


旧包巧を取りかす 


本プリンタには、輸送時の振動や衝撃から装置を守るために、テープや栖包 
材が取り付け5れています。設置場所へ運んだ日、これ日のテープや徊包材 
を取り外してください。 


重要 


• プ IJ ンタ内部に捆包材び残っていると、動作時に印字不良や故障の原因 
になります。必ず手順にしたびって栖包材を残さずに取り外してくださ 
い。 


•取り外した捆包材は、移転や移設、修理などの輸送時に必要になりま 
す。なくさないよラ大切に保管しておいてください。 


矮メモ！ 捆包材は予告なく位置•形状び変更されたり、追加や削除されることび 

お0ます。 


1 前カバーや給紙カセット、後カバーを止めているテープ（已箇所）と徊包材 
を取りがします。 
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重要 


取りがした捆包材は、地域の条例にしたびって処分してくださし、。 


G 

(句メモ I 後カバーを止めているテープを取りがずとさは、図のよラに手で後力 
バーを押さえなび5、テープを取り外してください。 

と 前カバーを開けまず。 

前カバーち側にあるレバーを巧しなびら、前カバーを手前に開けます。 



重要 


前カバーを開けるときは、必ず手差しトレイと本体の給祇カセツトび閉 
まっていることを確認して < ださし、。 

































3 定着器を手前に倒します。 

図のよラに定着器の左ちにある緑色の□ック解除ボタンを巧しなびら①、取っ手 
を持って定着器を手前に倒します （ D 。 



の 


重要 


定着器に取り付けられているヒモ付き金具は、：欠の手順で取りがしま 
す。定着器び手前に倒れていない状態でヒモ付き金具を取りがさないで 
<ださい。 


4 定着器のヒモ付き金具はヒモを持って引を巧きます。 



h ITB ユニッ トカバーの裏側にある栖包材を取り列しまず。 

捆包材にはテープび付いています。捆包材はテープと一緒に取りがします。 
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6 


ステップ 

1 


取っ手を持って定着器を元の位置に戻し①、左ちの取っ手を図のように巧し 
まず®。 
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前カバーを閉めまず。 

図のように、両手で前カバーに手をそえて①、両手で前カバー封甲して閉めます®。 




A ; 主胃前カバーは、図のよラに前カバーの前部を巧して閉めて<ださい。前力 
バー足ちのレバー部を持って閉めると、指を挟んでけがの原因になるこ 
とがあ0ます。 

給紙カセツトを引を出しまず。 

給祇カセツトを止まる位置まで引き出します©。 




































給祇カセツトの手前をみし持ち上げてから （ D 、 図のよラに手をそえて引き出しま 

す®。 



重要 


給紙カセツトは水平に引き振くことはできません。無理に引き损こうと 
すると給紙カセツトを破損することびあります。 


9 


図の位置にあるテープを取りがしまず。 




給紙カセツト内部の栖包材を取り外します。 



ステップ 


重要 


•給紙カセットには、捆包材び取り付けられています。必ず給紙カセット 
を引さ出し、残さずに取りがしてください。 

• 給祇カセツトの黒いゴムバッドには賴れないでください。給祇不良の原 
因にな0ます。 
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給紙カセツトをプリンタ本体にセツトしまず。 

図のよラに給紙カセツトを両手で持って、止まる位置まで差し込みます©。 



給紙カセツトの手前を少し持ち上げてから霞!、給祇カセツトの前面び、プリンタ 
の前面と揃ラまで、しっかりと奥まで巧し込みます@。 


























、、ステップ 2^ 


電源コードとアース線を 
ち続します 


重要 


• プ IJ ンタとコンピュータのアース線を両方とわ接続して<ださい。片方 
だけ接続すると、機器間に電位差び生じ、故障の原因になることびあり 
ます。 

• なるべくひとつのコンセントを専用にしてお使いください。 

• コンピュータ本体の補助コンセントに電源を接続しないでくださし、。 
•本プ U ンタを無停電電源に接続しないでください。停電発生時に誤動作 
を起こしたり、故障ずるおそれびあります。 


物 メモ I アース線の取り付け作業には、プラスドライバび必要です。あらかじめ 

ネジに合ったサイズのをのをご用意<ださい。 


f プリンタの電源スイッチびオフになっていることを確認しまず。 

電源スイッチの"〇"側を巧した状態びオフです。 



^ アース線端子のネジをゆるめて取りがし、巧属のアース線をネジ止めしま 
ず。 



重要 


• アース線び電源コード差し込み□にかからないよラにアース總を取り 
付けて < ださい。 

• アース線端子のネジを取りがすときは、ワッシャーをアース線端子の下 
にある溝に落とさないよラに気を付けて取り外してください。 


3 


電源コード差し込み□に、付属の電源〕ードをしっかりと差し込みまず。 
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4 アース線を専用のアース線端子へ①、電源プラグを電源コンセントへ接続し 
まず®。 


ステップ 

2 
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ステップ 3 


ドラムカートリッジ 
をセットします 


ドラムカート U ツジの取り扱いについては、国ユーザーズガイド「第已 
章日常のメンテナンス」を参照してください。 


A を意 ドラムカートリッジから微弱な磁気が出ています。と\臓ペースメーカー 

をご使用のちは異常を感じた5ドラムカートリッジから離れてくださ 
し、。すぐに、医師にご相談ください。 


重要 


• ドラムカート U ツジを取り扱ラ隙は、図のよラに青色の取っ手を持って 
正しく取り扱ってください。立てたり、裏返したりしないでください。 




• ドラムカート1」ッジは、な護袋に入っています。ドラムカートリッジを 
セツトする準備びでさるまで、保護袋から取り出さないでください。 


• ドラムカート IJ ツジを取りがすとさや取り付けるとさは、図のよラにプ 
U ンタの左側から作業を巧ってください。 



ステップ 

3 


(句メモ I 捆包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることび 
あ0ます。 


1 前カパ’一を開けまず。 

前カバーち側にあるレバーを巧しなびら、前カバーを手前に開けます。 



重要 


前カバーを開けるときは、必ず手差しトレイと本体の給祇カセツトび閉 
まっていることを確認して<ださい。 
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2 定着器を手前に脚します。 


ステップ 

3 


図のよラに定着器の左ちにある緑色の□ック解除ボタンを巧しなびら①、取っ手 
を持って定着器を手前に倒します （ D 。 



〇 上カバーを開けまず。 

上カバーの青色の□ック辭除ボタンを巧します。 



上カバーのレバーを持って、上カバーを開けます。 



18 


















の 


重要 


• IT 巨 ユニッ トの転写ベルトや ITB ユニッ トカバーに触れたりしないでく 
ださい。転写べルトに傷びつ< と、給紙不度や印字品質の低下の原因に 
なります。 IT 目 ユニッ トの乾写べルトに触れて印字品質び低下した場合 
は、^ユーヴーズガイド r 第巳章曰南のメンテナンス」を参照して、 
t 目 ユニッ トの転写ベルトの清掃を巧って<ださい 。 ITB ユニッ トの転 
写ベルトにトナーび付着している場合は、自動的に清掃する機能び付い 
ていますので清掃する必要はありません。 



• ドラムカート U ッジを取り付ける位置は、図のよラに奥からイエ n —、 
マゼンタ、シアン、プラックとなつています。 



4 ドラムカート U ツジを箱か日取り出したあと、な護袋か S 取り出しまず。 


重要 


ドラムカート U ッジび入っていた保護袋は、捨てずにな管しておいてく 
ださい。プリンタの文ンテナンスなど、ドラムカート U ツジを取り出ず 
とさに必要になります。 


h ま意事項び記載されている用紙をドラムカートリッジか5取りがして、内容 
をよく読みまず。 

巧紙はテープをはびしてから©、取りがします®。 



h 図の位置にあるテープ付を乾燥剤 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き乾燥剤はテープをはびしてから©、取りがします （ D 。 



重要 


取りがした乾燥剤は、地域の条例にしたびって処分してくださし、。 
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7 図の位置にあるテープ巧き栖包材 （1 個）を取り外します。 

テープ付き栖包材は、テープを取り列し①、捆包材を同時に取り外します。栖包 
材び取りがせない場合は、倒してから霞)、取りがします風。 


ステップ 

3 


h 図の位置にあるテープ巧を徊包材 （1 個）を取りがします。 

テープ付を栖包材は、テープを取りがし©、栖包材も同時に取り外します。栖包 
材び取りがせない場合は、倒してから霞)、取りかしまず®。 
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図の位置にあるテープ巧を栖包材 （1 個）を取りがしまず。 

テープ付き栖包材は、テープをはびしてから①、捆包材を弓 I き抜いてください⑥。 

テープを取り外す際は、青色のシャッターを手で巧さえなびらゆっくりと取りが 
します。 



図の位置にあるテープ （1 が）とタグに個）を取りがしまず。 



€ 


重要 


取りがした捆包材は、地域の条例にしたびって処分してください。 









図の位置にあるテープ （3 枚）を①、霞)の順に取りがしまず。 

@で取り外すテープは、テープの禮端にもう]枚のテープび貼り付いていまずの 
で、いっしよに取り外します。 



ドラムカート U ツジの青色の取っ手を持ち、図のように往復10〜1吕回振っ 
て、内部の現像剤を均一にな5しまず。 

ドラムカート IJ ツジの青色の取っ手を持ちます。 



(3 


重要 


現徹剤び均一でないと、印字品質び低下します。この操作は必ず巧って 
<ださい。 


平6な場所に用紙などを敷いて、その上にドラムカートリッジを置を、シー 
リングテープのタブを図のよラに倒します。 



重要 


• ドラムカート IJ ツジを置くときは、ドラムカート U ツジの底面で机など 
を傷つけないために、巧紙などをドラムカートリツジの下に敷いてくだ 


ステップ 

3 


さし)。 


• シー1」ングテープを引さ抜<とさは、シーリングテープの引さ出し□付 
近を手で巧さえないでください。シー U ングテープび途中で切れ、完全 
に引き拖けなくなることびあります。 



• シー U ングテープを引き抜くときは、ドラム保護シャッターを手で巧さ 
えつけないよラに気を付けて作業を巧ってください。 
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14 ドラムカートリツジを押さえなびらシ ー U ングテープ（長さ約 70 cm ) をゆっ 
くりと水平にまっすぐ引き抜きまず。 

シー U ングテープを引を巧く際、重くなる場をがありますが故障ではありま 
せんので最後まで完全に引き抜をまず。 


ステップ 

3 



重要 


• シー U ングテープのタブを持って引き振きにくい場合は、図のよラに 
テープ部分を持って引き损いてください。ただし、シーリングテープに 
は、トナーび付着していますので、トナーで手び汚れることびあります。 
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•曲げて引いたり、上向きや下向きに引っ張らないでください。シーリン 
グテーフび途中で切れ、完全に引さ扳けなくなることびあります。 

• シー1」ングテーフは最後まで完全に引き拖いてください。シーリング 
テープびドラムカート U ツジ巧に残っていると、印字不良の原因になり 
ます。 


•引き抜いたシー U ングテープは、地域の条例にしたびって処分してくだ 
さし、。 


ドラムカートリツジをセツトずる前こ、図のように□ツク辭除レバーの兰角 
マークとラベルの 「@ J の兰角マークの位置を同じ位置に合わせてくださ 
し、。 



ドラムカートリッジをセットするとをは、図のように青色の取っ手を持ちます。 



































ちちのドラムカートリツジガイド付近にあるレバーが、図のように正しい位 
置にあるか確認します。 



正しい位置にレバーびないとドラムカートリッジを取り付けることはできませ 
ん。図のよラにレバーを正しい位置まで巧し上げます。 


参正し<ない位置 


•正しい位置 



ドラムカートリッジを本体にブラック （ K )、 シアン （ C )、 マゼンタ （ M )、 
イエ □— ( Y ) の順で取り付けます。 

ドラムカート U ツジは契に突き当たるまで確実に取り付けます。 



図のよラにドラムカート U ツジの左ちの突起をドラムカート U ツジガイドに挿入 
します。 

♦ドラムカートリツジガイド（左） 




重要 


ドラムカート1」ツジは奥に突き当たるまで確実に取り付けてください。 
確実に取り付けないと、印字不良の原因になります。 
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青色の□ック辭除レバーを「@」の位置までスライドさせて、□ックしまず。 

□ック解除レバーの=角マークとラベルの=角マークび合ラ位置までスライドさ 
せまず。 



ずべてのドラムカートリッジを取り付けた6、上カバーを閉めます。 

プ U ンタの上カバーはレバーを持って©、ゆっくりと閉めまず。 

上カバーを勢いよく閉めると、 ITB ユニットカバー®び元の位置に戻らず、プ U 
ンタび破損する原因になります。 



図のよラに上カバーの 「 PUSH 」 と記載されている部分を巧して、上カバーを突 
き当たるまで確実に閉めます。 



図のよラにレバーを持って、上カバーび開かないことを確認します。 



重要 


上カバーは突き当たるまで確実に閉めてください。確実に閉めないと、 
印字不良の原因になります。 




































取っ手を持って定着器を元の位置に戻し①、左ちの取っ手を図のように巧し 
まず®。 




前カバーを閉めまず。 


図のよラに、両手で前カバーに手をそえて©、両手で前カバーを巧して閉めまず 

@。 


ステップ 

3 



A ; 王胃前カバーは、図のよラに前カバーの前部を巧して閉めてください。前力 
バー足ちのレバー部を持って閉めると、指を挟んでけがの原因になるこ 
とがあ0ます。 
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t と プ IJ ンタの電源スイッチの" I " 測を巧して、プ U ンタの電源をオンにしまず。 


ステップ 

3 


印刷 可ランプとエラーランプが点滅します。 



プリンタの動作音が止まるまで、約3〜4分お待ちください。 

プ U ンタの電源をオンにしてから、約3〜4分でドラムカート U ッジの準備び完 
了します。ドラムカートリッジの準備び完了すると、プ U ンタの動作音び止まり 
ます。電源をオンにしたあと、4分じ(上待ってから、「トナーカート U ッジをセッ 
卜します」（一 P .27) を参照して、トナーカートリッジを取り付けてください。 
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トナーカートリッジを 
セットします 


トナーカートリッジの取り扱いについては、 p ユーザーズガイド「第已宣 
日常のメンテナンス」を参照してください。 


A 迂意トナーで剧居や手を巧さないように注意してください。効民や手が巧れ 
た場合は、直ちに水で洗い流してください。温水で洗うとトナーが定着 
し、巧れがとれなくなることがあります。 


重要 


トナーカート U ツジを取り扱ラ隙は、図のよラに取っ手を持って取り 
扱ってください。 



汤メモ！ 捆包材は予告なく位置•形状び変更されたり、追加や削隙されることび 

お0ます。 


プリンタの動作音が止まっていることを確認します。 


ドラムカート U ツジを取り付けたあと、プリンタの電源をオンにしてから、約3 
〜4分でドラムカート U ツジの準備び完了します。ドラムカートリツジの準備び 
完了すると、プ U ンタの動作音び止まります。 

2 


ステップ 

4 


トナーカバーを 開けます。 



重要 


トナーカートリッジを取り付ける位置は、図のよラに奥か5イエ n —、 
マゼンタ、シアン、ブラックとなつています。 
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3 トナーカートリッジを箱か 5 取り出したあと、保護パックか5取り出しま 
ず。 

保護パックは上面の中央部を持って、左ちに開をます。 


ステップ 

4 



重要 


トナーカート U ッジび入っていた保護パックは、捨てずに保管しておい 
てください。プ1」ンタの方ンテナンスなど、トナーカート IJ ツジを取り 
出すときに必要になります。 


4 図のようにトナーカートリッジの取っ手部分を下側にして、上下に往復10 
回振って、内部のトナーを均一にならしまず。 



重要 


トナーび均一でないと、印字品質び低下します。この操作は必ず巧って 
<ださい。 
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h 図のように取っ手を持って、トナーカートリツジを本体に挿入し の、 止まる 
までゆっくりと押し込みまず®。 




トナーカートリッジとトナーカバーにある文字の向さび合ラよラに取り付けま 
す。 





































































G □ック解除レバーを r @」 の位置まで倒して、トナーカートリツジを□ック 
します。 



□ ック解除レバーの=角マークをトナーカート U ツジの吉角マークに合わせま 
す。 



ずべてのトナーカートリツジを取り付けた6、トナーカバーを閉めまず。 



重要 


• トナーカバーび閉まらないとさは、トナーカート U ツジの取り付け状態 
を確認してください。無理にトナーカバーを閉めると故障の原因になり 
ます。 


• トナーカートリッジを取り付けたあと、トナーカバーを開けたまま長時 
間放置しないでください。 

• トナーカートリッジを取り外す場をは、トナーカート1」ッジの n ック辭 
隙レバーを「@」の位置まで倒して、 n ックを解除してから、取り外 
します。 


メ =F I ソフトウェアのインストールト P .38) をしたあと、プ U ンタステー 

タスウィンドウに「トナーカート U ッジの交換び必要です」び表示され 
た場合は、表おされた色のトナーカート U ッジを取り出して、取っ手部 
分を下側にして、再度上下に強く振って、内部のトナーを巧一にな5し 
てから取り付けてください。 


ステップ 

4 
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I Ipl 用紙をセットします 

、ステップ己^ 


ステップ 

5 


本プリンタは、標準状態では給紙カセット（カセット 1) と手差しトレイの 
合計2つの給紙部か5給紙ずることがでをます。また、オプションのペー 
パーフィーダ（カセット2、カセット3、カセット 4) を装着ずることによ 
り、最大己つの給紙部か5給紙することができます。 

ここでは、カセット1と手差しトレイに定おサイズの普通紙をセットする方 
法のみを記載します。普通紙扮外の用紙をセットする場ちや、ペーパー 
フィーダ（カセット2、カセット3、カセット 4) を使用する場合は、切下 
の項目を参照してください。 

♦厚紙、コート紙、ラベル用紙、はがを、封筒、ユーザ定義用紙、長尺紙を 
セットする場合 

一 g ユーザーズガイド「第2章給紙/排紙のしかた」 

♦オプションのぺーノ フィーダをプリンタに取り付ける場合 
一ぺーパーフィーダの取り巧け： P.47 

♦ペーパーフィーダの給紙カセットに定形サイズの普通紙をセットする場合 
一給紙カセットに用紙をセットする： P.58 


重要 


バ|」のある用祇、しわのある用紙やひどくカールした用紙はセツトしな 
いでください。祇づまりや故障の原因になることびあります。 


メモ」 使巧できる用紙の詳細は、§ユーヴーズガイド r 第2章給紙/排祇 

のしかた」を参照してください。 
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給紙カセツトに用紙をセツトする 


本プリンタの給紙カセットには、A3、 B4、A4、B 己、 A 已、レジャ ー（1 1 
X 17)、リーガル、レター、エグゼクティブサイズの普通紙（日4〜10已呂/ 
m 2 )、 ラベル用紙をセットできます。給紙カセットにセットできる用紙の枚 
数は、普通紙（己4呂 /m2 の場合）で約吕己〇枚、ラベル用紙で約已〇枚で 
す。A3、 B4 など縦置きに用紙をセットする場ちは、給紙カセットの長さを 
調節して用紙をセットします。 

縦置さ 横置さ 



• 縦置きでをる用紙 
A 3、 B 4、 レジヤー（11 x 17)、 
U —ガル 


• 横置さでさる巧紙 
A 4、 B 己、 A 己、レタ ー 、 
エグゼクティブ 


重要 


• 印刷中に給紙カセツトを撮き取らないでください。紙づまりや故障の原 
因になることびおります。 

• セツトした用紙びすべてなくなってから補充してください。なくならな 
し、ラちに補充すると給紙不良の原因になります。 

• 給祇カセツトの黒いゴムバツドには触れないで<ださい。給紙不良の原 
因にな0ます。 























































1 給紙カセツトを引さ出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引き出しまず©。 



給紙カセツトの手前をみし持ち上げてから运)、図のよラに手をそえて引き出しま 
す③。 




A ; 主胃用紙をセツトするとさは、必ず給紙カセツトをプリンタから取0出して 
セツトしてください。給紙カセツトを途中まで引き出した状態で用紙を 
セツトずると、給紙カセツトが落ちたりプリンタが倒れたりして、けが 
の原因になることがあります。 


重要 


給祇カセツトは水平に引き抜くことはでをません。無理に引さ拖こラと 
ずると給紙カセツトを破損することびあります。 


と セットする用紙に合わせて、給紙カセットの長さを調節しまず。 

A 4、 巨已、 A 己、レター、エグゼクティブサイズのように用紙を横置きでセットす 
る場合は、給祇カセットを押し込みます。 

冉3、巨4、レジャー （1] X 17)、 IJ - ガルサイズのように巧紙を縦置きでセッ 
卜する場合は、給祇カセットを引き出します。 

給祇カセットの長さを調整するには、 □ ック解除レバーをゆっくりと持ち上げ 
□ックを觸除し、給紙カセットの棲部を持ってスライドさせ、□ック解除レバー 
を巧し下げて□ックします。 
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3 を側の用紙ガイドの□ック巧除レバーをつまみなが s 、 セットする用紙サイ 
ズ①位置に合わせます。 



4 


ステップ 

5 


側面の用紙ガイドの□ツク解除レバーをつまみなびら、セツトずる用紙サイ 
ズにをわせます。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 
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h 用紙の後端を、用紙ガイドに含わせてセットします。 



A 注意用紙を補給するときは、用紙の端で手を切った0しないよラに、ミち意し 
て扱ってください。 


重要 


裁断状態の悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合びあります。 
そのような場合は、巧紙を平らな攝所でよく揃えてからセツトしてくだ 
さし、。 



メ =F I レターへッドや□ゴ付きの用紙などに印刷する場をは、次の指おにした 

びって正しい向きに用紙をセットしてください。 

- A 4、 目已、 A 己、レター、エグゼクティプサイズのように用紙を横置 
きでセットする場合は、巧紙の表面（印刷する面）を上に向け、政下 
のよラにセットします。 










































A 3、 目4、レジャー （1 1 X 17)、 U - ガルサイズのよラに用紙を縦 
置さでセットする場をは、用紙の表面（印刷する面）を上に向け、料 
下のよラにセツトします。 




h 用紙が側面の用紙ガイドにあるツメの下に入るように、用紙を巧さえます。 

ツ乂 と用紙の間に十分すさ間びあることを確認してください。ず去間び十分ない 
場合は、用紙をかし減らしまず。 



重要 


給紙カセツトにセツトできる巧紙の枚数は、普通紙（目4旨 / m 2 の場合） 
で約2已日枚です。絶対に用紙ガイドの積載制限マークを超えない範囲 
でセツトしてください。積載制限マークを超す量の用紙をセツトずる 
と、給紙不良の原因とな0ます。 


用紙サイズ表を板に、セツトした用紙サイズのシールを貼り、給紙カセット 
前面の用紙サイズ表示板差し込み□に差し込みます。 



用紙サイズ設定スイッチの取っ手を持って、用紙サイズ設定スイッチの兰角 
マークをセットした用紙のサイズに含わせまず。 

工場出荷時は A 4 サイズにセットされています。 



重要 


セットした用紙のサイズと用紙サイズ設定スイッチび合っていること 
を必ず確認してから給紙カセットをプ U ンタ本体にセットしてくださ 
い。用紙サイズ設定スイッチび合っていないと、誤動作の原因になりま 
す。 
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Q 給紙カセットをプリンタ本体にセットしまず。 

図のよラに給紙カセツトを両手で持って、止まる位置まで差し込みます©。 



給紙カセツトの手前を少し持ち上げてから霞!、給祇カセツトの前面び、プリンタ 
の前面と揃ラまで、しっかりと奥まで巧し込みます@。 


ステップ 

5 
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手是しトレイに用紙をセツトする 


手差しトレイには、定形サイズと拟下のサイズのユーザ定義用紙、長尺紙を 
普通紙 （64 呂 / m 3 の場合）で約100枚までセットできます。 

-ユーザ定義用紙 

縦置きの場合：幅日8.0〜312.0 mm 、 長さ1 48.0 〜4已 7.2 mm 
横置きの場合：幅210.0〜2白7.0 mm 、 長さ148.0〜297.0 mm 
-長尺紙 

縦置きのみ：幅21 0.0 〜2曰 7.0 mm 、 長さ457.3 -1200.0 mm 

厚紙やコート紙、はがき、封筒など、給紙カセットにセットできない用紙も 
セット可能です。 


重要 


手差しトレイの上には印刷する巧紙政外のをのは置かないでください。 
また上から押したり、無理な力を加えないでください。手差しトレイび 
破損ずることびあります。 


(g p(=F I 手差しトレイを閉めるときは、セットされている用紙を取り除いて閉め 

ます。 

手差しトレイを使わないとさは、閉めておいて<ださい。 


















































手差しトレイを開けます。 

手差しトレイは中央の取っ手を持って開けます。 



A 3 や B 4 などの長いサイズの用紙をセツトするとをは補助トレイを引き出し®、 
延長トレイを開けます®。 




^ 用紙ガイドの幅を紙幅よりかし広めにセットします。 



A 用紙の印刷面を下にして、奥に当たるまでゆっくりと差し込みます。 



A ; 主胃用紙を補給するとさは、用紙の端で手を切った0しないよラに、ま意し 
て扱ってください。 


重要 


•手差しトレイには、普通紙（巨4邑 / IT ^ の場合）で約1日0枚までセット 
できます。用祇まの高さび積載制限マークを超えていないことを確認し 
て < ださい。 

• 用紙を斜めにセットしないでください。 

• 用紙の後端び不揃いになっていると、給紙不良や紙づまりの原因になり 
ます。 


• 用紙の先端び巧れ曲びっていたり力ールしている場合は、端を伸ばして 
からセツトして<ださい。 
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• 裁断状態の悪い用祇を使巧すると、重送しやすくなる場合びあります。 
そのよラな場をは、用祇を平らな場所でよく揃えてからセツトして < だ 
さい。 



資メ f I レターへッドや n ゴ付きの巧紙などに印刷する場合は、次の指おにした 

びって正しい向きに用紙をセットしてください。 

■ A 4、 B 己、 A 已、レター、エグゼクティブサイズのように用紙を横置 
きでセットする場合は、用紙の表面（印刷ずる面）を下に向け 、 OT 
のよラにセツトします。 
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A 3、目4、12 X 18. レジャ ー(11 X 17)、リーガルサイズのよ 
ラに用紙を織置きでセットずる場合は、用紙の表面（印刷する面）を 
下に向け、政下のようにセットします。 




4 


用紙ガイドを、用紙の左ちにぴったりと合わせます。 





















































重要 


• 必ず巧紙ガイドを用紙の幅に合わせてください。ゆるすざたりきつずざ 
たりすると、正しく送られなかったり、祇づまりの原因になります。 



• 印刷中は、手差しトレイの用紙に强れたり、引き抜いたりしないでくだ 
さい。動作異常の原因にな0ます。 


が紙巧について 


本体上面の「排紙トレイ」に印字した面が下向き（フェースダウン）で排紙 
されます。用紙はページ順に積み重なります。 



A ま意 排紙部の□ーラには巧脂や手などを近づけないでください。巧刷中でな 

くても□ーラが急に回転し、衣服や手などがきき込まれて、けがの原因 
になることがあります。 


ステップ 

重を 已 


•両面印刷中は排紙トレイに用紙び完全に排紙されるまで用紙に强れな 
いでください。両面印刷中は表面を印刷したあと一度途中まで排紙さ 
れ、裏面を印刷するために再度給紙されます。 

^ メモ」 排祇トレイは、普通紙（64邑/1713の場合）で約2巳日おまで積載する 
ことびでさます。 
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ステップ 

ち 



ソフトウェアをインス 
卜ールし、コンピュータ 
とち続します 


ここでは、プ U ンタドライバ、 US 日クラスドライバをインス I -―ルします。 
本プ U ンタの USB インタフェースは、接続するコンピュータの 0 S に 
よってじ(下のよラになっていまず。 

♦ Windows 98 /Me : USB Full-Speed (USB 1.1 相当） 

♦ Windows 2000 / XP/Server 200 3 : USB 2.0 Hi - Speed/US 巨 Full - 
Speed (US 己 1.1 相当） 

本プ U ンタをネットワーク環境で使用ずる場合は、凹下の項目を参照して 
<ださい。 

♦ ネットワークボードを取り付ける 

ーネットワークボードの取り付け： P . 巨己 
• ソフトウェアをインス I -ールする 

ーネットワークガイド/スタート編惜3章ソフトウェアのインストール」 

A 警告 • 電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを接 
続するときは、アース線が接続されていることを確認してか5巧ってく 
ださい。アース線が接続されていない状態で巧ラと、感電の原因になり 
ます。 

• 電源プラグを電源コンセントに接続している状態で USB ケーブルを抜 
き差しするときは、コネクタの金属部分に触れないでください。感電の 
原因になります。 


重要 


•次のよラなとさは、 US 目ケーブルを振さ差ししないでください。コン 
ピュータやフ1」ンタの動作不良の原因になります。 

-コンピュータの電源を入れたあとの日 S ( Windows ) 起動中 
-印刷中 

• コンピュータおよびプ U ンタの電源びオンになっている状態で US 己ケー 
ブルを抜さ差しする場含は、おいたあとに必ず日秒凶上の間隔を空けて 
から差し込んでください。抜いた直後に差し込むと、コンピュータやプ 
リンタの動作不良の原因になります。 

• 本プ U ンタは印刷時に双ち向通信を行います。片方向通信び必要なプリ 
ントサーバ、 USB パブ-切り替え離器等を使用しての接続は動作不良の 
原因になります。 
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• US 目ケーブルは、インストールずる前に接続しないでください。正し 
くインストールできません。 US 巨ケープルは、必ずインストールの途 
中（手順 13-» p .41) で接続してください。 

• Windows 2000/ XP/Server 2003をお使いの場合、起動した隙に、必ず 
Administrators のメンバとして □ グオンしてください。 

• ここでは 、 Windows XP Professional の画面例で手順を説明しまず。 


^ メモ I 本プリンクには US 己ケープルは付属していません。お使いのコンピュータ 

に合わせてご用意ください。 

後カバーを取りがしまず。 

後 カバーを かし開けてから©、後 カバーを 取りがします （ D 。 



プリンタびオフになっていることを確認し、コンピュータとプ U ンタが USB 
ケーブルで接続されていないことを確認しまず。 









































重要 


インストールの手順の途中（手順1 2-* P .41) で USB ケーブルを接続 
し、電源をオンにします。 


Canon 


國 


CD-ROM Setup ヘルブ 


國 


ドライバインストール 


凶 

困 


ドライバ README ファイル 


P CD-ROM# 入呀こ自か表示する 


因 

CAPT CD-ROM Setup 

FontGaltefyREADME ファイル 

FontGaltery インストール 

FontComposer イン乂卜ール 

かンラインユ—■巧 iai 1 

ソブトウゴな山 laWaraJp I 
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コンピュータの電源を入れ、 Windows を起動しまず。 


f 画 重 a プラグアンドプレイの自動セットアップにより、ウィヴードび表示され 

た場合は、[キャンセル]をク IJ ックして、本手順でインス!-ールを巧っ 
てくださし、。 

4- 付属の CD - ROM 「 LBP 已巨00 User So け ware 」 を CD - ROM ドライブに 
セットしまず。 

滅 メモ I CD-ROM Set 叩び表示されない場合は、[スタート]メニューの [ファ 

イル名を指定して実行]を選択しての ： VJapanese ¥ 
仁 NAC 2 MNU . exe 」 と入力し、[日のをク U ックします。 

(ここでは、 CD - ROM ドライブ名をの:」と表記しています。仁 D - R 日 M 
ドライブ名は、お使いのコンピュータによって異なります。） 
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[ドライバインストール]をクリックします。 


CD-ROM Setup 


團图國 


言語を確認し、[はい]をクリックしまず。 



[次へ]をクリックしまず。 



ステップ 

ち 
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8 内容を確認して、[使用許諾契約の条項に同意しまず]を選択したあと、[次 
へ]をク U ックします。 



9 


[ポートを手動で設定してインストール]を選択したあと、[次へ]をクリツ 
クしまず。 


ステップ 

ち 


プリン5のインストールちを 
がンタのインスト-ルおちを进巧してくださし、 




•の IT"/". I 、 I ■••ハ I WWW ■■ブ'。口 ーカル巧巧されているブリンタはこの 

で;ちでインストールしてくださし、ネットワーク巧病されてし々ブ J ン觀インストール 


や共ち巧;ンタの設定もでさます。 


〇ネットワーク上のボ-卜ぞ巧をしてインスト-ルを） 

ま茜馬クり獄巡たく鬻 てインスト ルし ます。 ブリン タか T 。 義闹 
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[ USB 接続でドライバをインストールずる]にチェックマークを付けたあと、 
[次へ]をク U ックしまず。 



お使いの環境によつては、コンピュータの再起動を促すメッセージび表示される 
場をびあります。その場合は、コンピュータの再起動渡にインス!-ールを続けて 
<ださい。 

Windows XP Service Pack 2などの Windows ファイアウォール機能を持つ 
ている OS を使用している場合、拟下の画面が表示されますので、プリンタ共有 
時のクライアント側との通信に対ずる Windows ファイアウォールのブ□ックを 
解除ずるかどうかを設定します。 

プリンタの共有機能を使巧する塌合は、[はい]をクリックします。 

プリンタの共有機能を使巧しない場合は、[いいえ]をクリックします。 



场 メ =F I インストール後でも、付属の CD - ROM に収められている 「CAPT 
Windows ファイアウオールユーティ U ティ」を使用して 、 Windows 
ファイアウオールの設定を変更ずることびできます。詳しくは、^ 
ユーヴーズガイド r 第8章付録」を参照してください。 



































































r インス!ル開始後は中止ずることがでをません。よろしいですか？ J と 
いラメッセージが表示されまずので、[はい]をクリックしまず。 



扬メモ！ • Windows 20日日をお使いの場合、[デジタル署名び見つかりませんで 
した]ダイア n グボックスび表示された場合は、[はい]をク U ックし 
ます。 

• WindowsXP/Server 2003をお使いの場合、[ソフトウエアのインス 
トール]ダイアログボックスび表示された場合は、[続行]をク1」ック 
します。 


次の画面が表示された5、プリンタとコンピユータを USB ケーブルで接続 
したあと、プ U ンタの電源を入れまず。 



プ U ンタとコンピュータを USB ケープルで接続します。 




電源スイッチの" 1" 側を押して、プ U ンタの電源をオンにします。 



USB クラスドライバおよびプリンタドライバのインス!-ールが自動的に開始され 
ます。 

汤メ =p I •本プ I 」ンタには US 己ケーブルは付属していません。お使いのコンピユー 
夕に合わせてご巧意くださし、。 

• US 目ケーブルを接続しても自動認識されない場合は^ユーヴーズガ 
イド r 第7章困ったとさには」を参照してください。 


ステップ 

ち 


• Windows XP/Server 2003をお使いの場合、[八ードウエアのイン 
ストール]ダイア n グボックスび表示された場合は、[続巧]をクリツ 
クします。 
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「README ファイルを読みますか？」というメッセージが表示されますの 
で、[はしリをク U ックして、 README ファイルの內容を確認したあと閉 


じます。 





README フ7ィルを話みますか？ 


1 ■だ、没一’… I I— W 々妙 I 


14 


インストール完了の画面が表示されまずので、[ただちにコンピュータを再 
起動しまず]を選択し、[終了]をクリックしまず。 



Windows が巧起動しまず。 

您メ f I ドライバのインストールび正常に終了しなかった場ちは、^ユー 

ヴーズガイド r 第7章困ったときには」を参照して、をラー度 C 冉 PT 
ソフトウエアをインストー J レしなおしてください。 
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15 後カバーを取〇付けて®、閉めまず （ D 。 

図のよラにケーブルを後カバーの溝に通します。 



USB クラスドライバとフ U ンタドライバのインストールび完了しました。 









































インストールが完了すると 


房巧ほったファイル⑩ 

設定掛 
がまに） 

ヘルブ(曲 

ファイルるが旨定して実巧を>... 


> 々 Internet Explorer 
诏 Outlook Express 
面 Adobe 

► @ PrintMe Internet Printing 
じ Adobe Reader 6.0 


論スタゴ ! 


CAPT ソフトウエアのインストールび完了すると、じ(下のようにアイコンや 
フオルダが作成されます。 


■ Windows 98/Me/ 2000 の場合 

[プリンタ]フオルダに [Canon LBP 己60 0] アイコンび表示されます。 
[スタート]メニユーの[プ□グラム]にに anon Printer Uninstaller ] 
が追加されます。 




面ァ化サリ 
@スタート7ツブ 


I LBP5600 Uninstaller 


Canon Printer Uninstaller 


■Windows XP/Server 2003 の場合 

-[プリンタと FAX ] フオルダに [Canon LBP 已己〇 0] アイコンが表示さ 
れます。 

• [スタート]メニューの[すべて①プ□グラム]にに anon Printer Uninstaller ] 
が追加されまず。 


ブリシ化 FAX E 回 因 I 


乃イルのおまのま示がわ商;:入り曲ツ-ルのヘルブ(ぶ で 

〇 ホ 户巧束 たフォ ル々. 固- 

アドレス也)巩ンか FAX 


ブ！;ンタの々スウ 


囚 フリンさのインストール 
な FAX の它，トア，ブ 

困法巧目 

う 巧風のトラカレシ： I— ティンヴ 
0J 巧を!助まのへ J レブ 

その化 

を コント□-ル/は ル 
みスキ申す は巧 
白 マイれブント 
巧 マィだか 
•) が ] ンピュ-夕 


註細 



V P 巧の 


’‘々 parbn'lB 

遵 fe ； 患 I — 


ステップ 
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[プリンタと FAX ] または[プリンタ]フォルダび表示されます。 


プリンタステータスプリントを印刷して動作 
を確認する 


初めてプリンタをご使用になる前には、次の手順で必ずプリンタステータス 
プリントを印刷して動作を確認してください。プリンタステータスプリント 
には、プリンタのオプション設定や総印刷ページ数などのプリンタの情報が 
印字されます。 


^ メモ] • プ IJ ンタステータスフ I 」ントは、 A 4 サイズ用に詰:：走されています。 A 4 
サイズの用紙をセツトしてください。 

• ここでは 、 Windows XP Professional の画面例で手順を説明します。 

1 [プリンタと FAX ] または[プリンタ]フオルダを表示しまず。 

Windows 日 8/ Me / 2000の場合は、[スタート]メニユーから職赶ーロリ 
ンタ]を選択します。 

Windows XP Professional/Server 2003の場合は、[スタート ]乂ニユーか 
ら[プ U ンタと FAX ] を選択します。 

Windows XP Home Edition の場合は、[スタート]分ニユーから[コント □— 
ルパネル]を還おし、[プ U ンタとその他の A - ドウエア]一[プリンクと FAX ] 
の順にク U ツクします。 


な コント□- ルバ ネルに） 

み ブ □クラムのアウ t スヒ巧ミの設 



ヘル フ ヒサボ-卜お） 

ク《) がまの 

巧 乃イルをを!旨定して案け®… 


咳! □财フ © I 固^ 下 


ステップ 

巨 


9 身 W© 
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^ に anon LBP 己巨0 0] アイコンを選択し、[ファイル]メニューか5 [巧刷 
設定]を選択しまず。 

Windows 日 8/ Me の場合は、に anon L 日 P 已60 0] アイコンを選択し、ロァイ 
ル]メニューから[プ□パティ]を還おします。 

































3 [ぺージ設定]ぺージを表示さだ、 [<i お Q (プリンタステータスウィンドウ 

を表示する）をクリックして、プリンタステータスウインドウを起動します。 



@ メモ] 


フ U ンタ ステータス ウィンドウに ついては、^ユーヴーズ ガイド「第 
4章印刷ずるには」を参照して<ださい。 


A [オプション]メニューか5 [ユー テイ U テイ] 一 [プ U ンタステータスプリ 
ント]を選択しまず。 



(g ；>(=F I プ u ンタステータスウインドウに「トナーカート u ツジの交換び必要で 

す」び表示されている場合は、表おされた色のトナーカート1」ツジを取 
り出して、取っ手部分を下側にして、再度上下に強く振って、内部の卜 
ナーを巧一にならしてから取り付けてください。 


h [OK] をクリックします。 



ステップ 
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プ U ンタ ステータス プ U ントび EP 刷されます。 



ステップ 

6 


重要 


ここに掲載されているプ IJ ンタステータスプ1」ントはサンプルです。お 
使いのプ U ンタで出力したプ U ンタステータスプ U ントとは、内容び異 
なることびあ0ます。 


メモI •プ IJ ンタステータスプ1」ントでは、プ1」ンタのオプション設定やプ1」ン 
タステータスウィンドウの[オプション] メニュー にある[デバイス設 
定]の設定値、総印刷ページ数などのプ U ンタの情報び確認できます。 
• プリンタステータスプリントび正しく印刷されなかった場合は、^ 
ユーヴーズガイド r 第7章困ったときには」を参照して、もラー度 
CAPT ソフトウエアをインストールしなおしてください。 


これでプ1」ンタの準備は終了です。 

プ U ンタの機能を十分に活巧していただくために、 「 g ユーザーズガイド」を必 
ずお読み < ださい。 
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オプション品を取り付け 
ます 


—ダの取0付け 


ペーパーフィーダは、プリンタ本体の底面に取り付けて使用します。 
ペーパーフィーダを設置する前に、パッケージにじ i 下のものがずベて揃って 
いるかを確認してください。万一不足しているちのや破損しているものが 
あった場合は、お買い求めの販売店までご連絡ください。 



A 警告 ペーパーフィーダを取り付けるときは、必ずプリンタの電源をオフに 

し、電源プラグをおさ、プリンタ本体に接続されているすべてのインタ 
フェースケーブルや電源コード、アース線を取りがしてください。その 
まま作業を巧ラと、電源コードやインタフェースケーブルが傷つさ、火 
がや感電の原因にな0ます。 



メ =F I ペーバーフィーダは、最大3台まで取り付けることがでをます。ただ 
し、ぺディスタル（ボックスタイプ）を装着した場合は、吕台までです。 


ステップ 
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♦ペーバーフイーダの足の位置 

前面^^ 


63 442 


192 


(mm) 



63 442 192 

足の高さは已 mm , 巧端の直径は 18 の[ 11 でず。 


(mm) 





設置スぺース 


本プリンタにペーパーフィーダを装着して使用する場ちの各部の寸法、およ 
び周囲に必要な寸法、足の位置は次のよラになっています。 

♦プ U ンタの寸法 



(mm) 

♦周囲に必要なスペース 

前面^^ 


S 资々 


0穿 


861 .一. 
的’9送一. 

ミ 
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おち巧を取りかす 


ペーパーフィーダには、輸送時の振動や衝撃か5装置を守るために、テープ 
や徊包ネオが取り付けられています。ペーパーフィーダをプリンタに取り付け 
る前に、これ5のテープや栖包材を取り外してください。 


重要 


• ペーバーフィーダ巧部に捆包材び残っていると、動作時に給祇不良や故 
障の原因になります。必ず手順にしたびって捆包ネオを残さずに取り外し 
て < ださい。 

•取り外した捆包材は、移転や移設、修理などの輸送時に必要になりま 
す。なくさないよラ大切に保管しておいてください。 


@ メモ！ 捆包材は予告なく位置-形状び変更されたり、追加や削除されることび 

あ0ます。 


給紙カセット、カセット保護カバーを止めているテープを取りがしまず。 




















































































































2 図の位置にある姻包材をの、⑥の順に取りがしまず。 



重要 


取り外した捆包材は、地域の条例にしたびって処分してください。 


〇 給紙カセットを引さ出しまず。 

給祇カセツトを止まる位置まで引さ出しますの。 



給祇カセツトの手前を少し持ち上げてから③、左手をそえて給祇カセツトち側に 
ある取っ手び完全に見えるまで、引き出します③。 



図のよラに給紙カセツトを両手で持って、完全に引き出します④。 



重要 


• 給紙カセツトは重いので両手でしっかり持ってください。 


•取り出した給紙カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 

• 給祇カセツトは水平に引き抜くことはでをません。無理に引さ拖こラと 
ずると給紙カセツトを破損ずることびあります。 


ステップ 
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4 給紙カセット内部のテープと姻包材を取りがしまず。 



ステップ 


重要 


• 給紙カセットには、捆包材び取り付け5れています。必ず給紙カセット 
を引き出し、残さずに取り外してください。 

• 給紙カセツトの給紙 □- ラには触れないでください。給紙不良の原因に 
なじます。 



• 取り外した捆包材は、地域の条例にしたびって処分してください。 
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h 給紙カセツトをペーパーフィーダにセツトします。 

給祇カセツトを両手で持って図の位置まで巧し込みの、ち手で給祇カセツトの手 
前を持ち、止まる位置まで巧し込みます⑤。 
























給祇カセツトの手前をみし持ち上げて⑤、給紙カセツトの前面び、ぺーパーフイー 
ダの前面と揃ラまで、 しっかりと契まで巧し込みます®。 



A 汗章給紙カセツトをぺーパーフイーダにセツトするとをは、指を挟まないよ 
ラに注意してください。 


プリンタ本巧を移動する 


プリンタ設置後に、ペーパーフィーダを取り付けるときは、次の手順でプリ 
ンタをいったん適切な場所に移動させます。 

A 胃胃プリンタ本体を移動させる場合は、必ず電源をオフにし、電源プラグを 
抜き、インタフェースケーブルを取り列してください。そのまま移動す 
ると、電源コードやインタフてースケーブルが傷つき、火災や感電の原 
因にな0ます。 

A ま意 給紙カセットを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセッ 
卜が落下し、けがの原因になることがあります。 

1 後カバーを取り外します。 

をカバーをみし開けてから©、をカバーを取り列します （ D 。 



ステップ 
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電源スイツチの"〇"側を巧してプリンタの電源をオフにし①、 USB ケーブ 
ルを巧き霞)、電源プラグを電源コンセントか6抜いて風、アース線を専用 
のアース線端子か6取り外します®。 



ずべてのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を取り外します。 


給紙カセツトを引さ出しまず。 

給祇カセツトを止まる位置まで引を出します©。 



給祇カセツトの手前を少し持ち上げてから®、図のよラに手をそえて引き出しま 

ず感。 



の 


重要 


給祇カセツトは水平に引き抜くことはできません。無理に引さ拖こラと 
ずると給紙カセツトを破損することびあります。 








































5 プリンタ本体を設置場所か 6 移動します。 

プ U ンタ本体下部にある運搬巧取っ手に4人 ULL で手を掛け、同時に持ち上げて 
運びます。 



A ミち意 • 本プリンタは、給紙カセットを取り付けていない状態で約4江 3 kg (本 
体：約 39.4 kg / トナーカートリッジ X 4 :約 1.3 k 邑/ドラムカート 
リッジ X 4: 約 7.6 k 呂）あります。必ず2人 L ソ上で腰などを痛めない 
よラにま意して持ち運んでください。 


• 絶対に前カバーなど、運搬用取っ手政がの部分を持たないでください。 
落としてけがの原因になることがあります。 



ステップ 
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ペーパーフイー•ダを取 0 巧ける 


ペーパーフィーダは、プリンタ本体の底面に取り巧けます。 

A ; 王意 • プリンタやペーバーフィーダはゆっくりと慎重におろしてください。手 
などを挟むと、けがの原因になることがあります。 

• 給紙カセットを取り付けた状態で持ち運ばないでください。給紙カセッ 
卜が落下し、けがの原因になることがあります。 

• ペーパーフィーダを取り付けた状態で持ち運ばないでください。ペー 
パーフィータ‘が落下し、けがの原因になることがあります。 



重要 


ぺ ー パ ーフイー グを装着した場合、給祇するぺ ー バ ーフイー タ（カセッ 
卜2、カセット3、カセット 4) より上段の給紙カセットは必ずセット 
した状態で使用してください。給祇カセットがセットされていないと、下 
段の給紙部から給紙することはできません。（たとえば、カセット2び 
セットされていない場合、カセット3から給祇することはでさません。） 


ステップ 
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ずべてのペーパーフイーダか6、給紙カセツトを引を出しまず。 

給祇カセツトを止まる位置まで引き出します①。 



給祇カセツトの手前をかし持ち上げてから⑤、左手をそえて給紙カセツトち側に 
ある取っ手び完全に見えるまで、引き出します③。 



図のように給紙カセツトを両手で持って、完全に引き出します④。 


































重要 


• 給紙カセツトは重いので両手でしっかり持ってください。 

• 取り出した給祇カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 

• 給紙カセツトは水平に引き振くことはできません。無理に引き损こうと 
すると給紙カセツトを破損することびあります。 


A ぺーパーフイーダのカセツト保護カバーを取りがしまず。 

図のよラにカセツト保護カバーのレバーを押しなびら、カセツト保護カバーを取 
りがします。 



〇 ぺーパーフイーダを設置場所に置きます。 

ペーパーフィーダを持ち運ぶとさは、両手で左ちの運搬用取っ手を持って運んで 
<ださい。 




• 本プ U ンタおよびオプション品の質量で歪んだり、沈む可能性のある場 
所（じゅラたん、畳などの上）には設置しないでください。 

• プ U ンタ本体を載せたり、電源コードやインタフェースケーブルなどの 
接続作業びできるよラに、周囲に十分なスペースを確保しておいてくだ 
さし、。 


4 ぺーパーフイーダとぺーパーフィーダを取り付けるときは、ぺーパーフイー 
ダの位置決めピンに合わせてゆっくりと載せます。 

ペーパーフィーダを]台のみ取り付ける場合は、手順6に進んでください。 



ステップ 


メ =F I ペーバーフィーダは、最大3台まで取り付けることびできます。 
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付属の 4 本のネジでペーパーフイーダを固定しまず。 

ネジはしっかりと固定してください。 



プリンタ本体をぺーパーフイーダの位置決めピンに含わせてゆっくりと載 
せます。 



付属の4つの部材とネジで、プリンタ本体とペーパーフイーダを固定しまず。 

部材の巧をプ U ンタの突起に取り付けての、ネジで固定します⑤。 


























































































プ u ンタ本体のカセット保護カバーを上げなびら③、部材の突起をプ U ンタの巧 
に取り付け④、ネジで固定します⑥。 



h カセット保護カバーを取り付けまず。 

図のよラにカセツト保護カバーのレバーを押しなびら、突起をペーパーフィーダ 
背面の溝に差し込みます。 



重要 


カセットイ呆護カバーに手をかけたり、強く巧したり、物を置いたりしな 
いでください。カセット保護カバーび破損する恐れびあります。 


9 


給紙カセツトをプリンタ本体、ぺーパーフイーダにセツトしまず。 



USB ケーブルむがのインタ フエー スケーブルや電源コード、アース線を接続 


します。 


a 


アース線を専用のアース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続しま 


ず。 


12 


USB ヶーブルを接続します。 


ステップ 
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13後カバー を取〇付けて①、閉めます③。 

図のよラにケーブルを禮カバーの溝に通します。 



® メモ I ぺーパーフィーダを装着した後は、プ U ンタドライバの[デバイスの設 

定]ページでオプション機器の設定び必要になります。[デバイスの設 
定]ページの[デバイス情報取得]ボタンをク U ックすると、プリンタ 
のオプション情報び自動のに取得できます。 


ステップ 
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給紙カセツトに用紙をセツトする 


ぺーパーフィーダの給紙カセットには、 A 3、 B 4、 A 4、 B 己、 A 已、レジャー 
(11 X 17)、リーガル、レター、エグゼクティブサイズとじ i 下のサイズの 
ユーザ定義用紙の普通紙(日4〜1〇已呂 / m ^)、 ラベル用紙をセットできます。 

-縦置きの場合 ：幅 21 0.0 〜 2日7.0 mm 、 長さ21 0.0 〜 431 .8 mm 
. 横置きの場合：幅21 0.0 〜2日7.0 mm 、 長さ1 48.0 〜297.0 mm 
給紙カセットにセットできる用紙の枚数は、普通紙（日4邑 / m ^ の場合）で 
約己己0枚、ラベル用紙で約己0枚です。 

ここでは、定形サイズの普通紙をセットする方法のみを記載します。ユーザ 
定義用紙やラベル用紙をセットする場ちは、 g ユーザーズガイド「第2宣 
給紙/排紙のしかた」を参照してください。 

縦置さ 横置を 




A4 の場合 


• 縦置きできる巧紙 
A3、 B4、 レジヤー(11X17)、 
IJ- ガル 


• 横置をできる巧紙 
A4、B 己、 A 己、レタ ー 、 
エグゼクティブ 


重要 


• 印刷中に給紙カセツトを撮き取らないでください。紙づまりや故障の原 
因になることびおります。 

• セツトした巧紙びすべてな<なってから補充してください。な<ならな 
いラちに補充すると給紙不良の原因になります。 
























































• 給紙カセツトの給紙 n - ラには触れないでください。給紙不良の原因に 
な0ます。 



珍メ于 I •バリのある用紙、しわのある用紙やひどく力ールした用紙はセットしな 
いでください。祇づまりや故障の原因になることびあります。 

• 使巧できる用紙の詳細は、^ューヴーズガイ ド「第2 章 給 紙/排 紙の 
しかた」を参照してください。 

1 給紙カセットを引さ出しまず。 

給紙カセツトを止まる位置まで引き出しまず©。 



給祇カセツトの手前を少し持ち上げてから®、左手をそえて給祇カセツトち側に 
ある取っ手び完全に見えるまで、引き出します®。 
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図のように給紙カセツトを両手で持って、完全に引き出します®。 



A ; 王意用紙をセツトするときは、必ず給紙カセツトをペーパーフィーダから取 
り出してセツトしてください。給紙カセツトを途中まで引き出した状態 
で用紙をセツトすると、給紙カセツトが落ちたりプリンタが倒れたりし 
て、けがの原因になることがあります。 


重要 


• 給紙カセツトは水平に引き振くことはできません。無理に引き撮こうと 
すると給紙カセツトを破損することびあります。 

• 給紙カセツトは重いので両手でしっかり持ってください。 

• 取り出した給祇カセツトは、水平で安定した場所に置いてください。 


ステップ 


60 


と 後側の用紙ガイドの□ック解除レバーをつまみなが5、セットずる用紙サイ 
ズの位置に含わせまず。 



側面の用紙ガイドの□ック辭除レバーをつまみなが5、セットずる用紙サイ 
ズに合わせまず。 

側面の用紙ガイドは左ちび連動しています。 
























4 用紙の後端を、用紙ガイドにをわせてセットしまず。 



A ■ま意 用紙を補給するとをは、用紙の端で手を切ったりしないよラに、ま意し 
て扱ってください。 


重要 


裁断状態の悪い用紙を使用すると、重送しやすくなる場合びあります。 
そのよラな場をは、用祇を平らな場所でよく揃えてからセツトしてくだ 
さい。 



扬メモ！ レターへッドやロゴ付きの巧紙などに印刷する場合は、次の指おにした 

びって正しい向きに用紙をセットしてください。 

■ A 4、 B 日、 A 已、レター、エグゼクティブサイズのように巧紙を横置 
をでセットする場合は、用紙の表面（印刷ずる面）を上に向け、政下 
のよラにセツトします。 




冉3、日4、レジャー(11 X 17)、 U - ガルサイズのように用紙を縦 
置きでセツトする場合は、用紙の表面（印刷する面）を上に向け、政 
下のよラにセツトします。 



h 用紙が測面の用紙ガイドにあるツメの下に入るように、用紙を巧さえます。 

ツメと用紙の間に十分すさ間びあることを確認してください。すを間び十分ない 
場をは、用紙をかし減らします。 



ステップ 

■■ 化化 ！！ KMi 田骗巧 JglBBB 覇 Ml お了^の M 7 


でセットしてください。積載制限マークを超す量の用紙をセットする 
と、給祇不良の原因となります。 


61 






























用紙サイズ表示板に、セットした用紙サイズのシールを貼り、給紙カセット 
前面の用紙サイズ表示板差し込み□に差し込みまず。 



用紙サイズ設定スイッチの取っ手を持って、用紙サイズ設定スイッチの兰角 
マークをセットした用紙のサイズに合わせます。 

工場出荷時は冉3サイズにセットされています。 



重要 


セットした用祇のヴイズと用紙サイス設定スイッチびちっていること 
を必ず確認してから給紙カセットをフリンタ本体にセットしてくださ 
い。用紙サイズ設定スイッチび合っていないと、誤動作の原因になりま 
す。 


h 給紙カセツトをペーパーフィーダにセツトします。 

給祇カセツトを両手で持って図の位置まで巧し込み®、ち手で給祇カセツトの手 
前を持ち、止まる位置まで巧し込みます ( D 。 

















































給祇カセツトの手前をみし持ち上げて®、給祇カセツトの前面び、ぺーパーフイー 
ダの前面と揃うまで、 しっかりと契まで巧し込みます®。 



A 注意 


給紙カセツトをペーパーフィーダにセツトするとをは、指を挟まないよ 
ラに注意してください。 


ぺデイスタル 


ぺデイスタルは、本プリンタを操作しやすい高さに設置したり、移動しやす 
<するための専用台です。プリンタ本体の底面またはペーノ くーフイーダの底 
面に取り付けることができまず。移動用のキヤスタと固定するためのアジヤ 
スタが付いています。 

ぺデイスタルには、キヤスタタイプとボックスタイプの吕種類があります。 



闲メモ！ •ぺディスタル（キヤスタタイプ）を装着した場合、ぺーパーフィーダは 
3台まで取り付けることびできまずが、ぺディスタル（ボックスタイ 
プ）を装着した場合は2台までです。 

• ぺディスタルの取り付けかたについては、ぺディスタルに付属の取扱説 
明書を参照してください。 
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設置スぺ ース 


本プリンタにぺデイスタルを装着して使用する場合の备部の寸法、周囲にお 
要な寸法、およびキヤスタ、アジヤスタの位置は次のようになっています。 

♦プ U ンタの寸法 

前面^ 

•ぺディスタル（ボックスタイプ）装着状態 


( mm ) 




•ぺディスタル（キヤスタタイプ）装着状態 
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参周囲に必要なスぺース 

前面^ 

-ぺディスタル（ボックスタイプ）装着状態 



( mm ) 


•ぺディスタル（キヤスタタイプ）装着状態 （ mm ) 



♦ぺディスタルのキヤスタ、アジヤスタの位置 

前面^ 

■キヤスタ •アジヤスタ 


( mm ) 
























































































































































ットワークボードの取0付け 



オプションのネットワークボードを装着すると、 LBP 己目00をネッ 
直結プリンタとしてお使いになることができます。 


■ネットワークボードとコンピュータを直結ずる場合 



■プリントサー■/ (を経由して接続ずる場合 

クライアント 

(Windows 目 8/Me/ 吕〇〇 0/XP/Server 2003) 


プリントサーバ 

(Windows 98/Me/ 2000 /XP/Server 2003) 




1^^ 



式 


クライアント 

(Windows 目 8/Me/ 吕 000 /XP/Server 2003) 


し BP 已600 

(ネットワークボード装着） 



;フ U ントヴーバび Windows 98/ Me の場合 ， Windows 2000/ XP/Server 
2003へのタウン□ー ドインス I '•ールはでさません。 


A ま意 •ネットワークボードを取り巧けるとをは、必ずプリンタの電源をオフに 
し、プリンタ本体に接続されているすべてのインタフェースケーブルや 
電源コード、アース線を取りがしてから作業を巧ってくださし'1。そのま 
ま作業を行ラと、感電の原因になることがあります。 

•ネットワークボードの取り扱いにはま意して<ださい。ネットワークボー 
ドの角や部品の鋭利な部分に触れると、けがの原因になることがあります。 


重要 


•ネットワークボードには、静電気に敏感な部品などび使用されていま 
す。静電気による破損を防止ずるために、取り扱いに当たっては次のこ 
とをお守りください。 

-一度室内の金属部分に手を触れ、体の静電気を逃びしてから作業して 
<ださい。 

. 作業中に、ディスフレイなどの静電気を発生しやずいをのに、触れな 
いで < ださい。 


ネットワークボードの部品やフ1」ント配線、コネクタには直接手を强 
れないでください。 


静電気の影響を避けるために、ネットワークボードは取り付ける直前まで 
な畫袋から取り出さないでください。また、保畫袋はネットワークボード 
を取り外すときに必要になります。捨てないでな管しておいてください。 


@ メモ] 


■本プ U ンタにネットワークボードを装着してご使用になる場合、ネット 
ワークボードのファームウェアのバージョンび 1.1 日し: LL でないと正常 
に動作しません。ネットワークボードの取り付けとソフトウェアのイン 
ストールび完了したあと、ファームウェアのバージョンを U モート UI 
の[ネットワーク]ページにある[ファームウェア]の[バージョン！ 
またはネットワークステータスフ U ントの[ファームウェアバージョ 
ン]で確認してください。リモート UI については、^ U モート UI ガ 
イド r 第3章 U モート UI のいろいろな機能」、ネットワークステータ 
スフ1」ントについては、 P ネットワークガイド r 第2章ネットワーク 
環境で印刷する環境を設定するには」を参照してください。 

ファームウェアの更新び必要な場合は、キヤノンすームぺージ （ http :/ 
/ canon . jp /) から最新のファームウェアをダウン n - ドして、ファー 
ムウェアに添付の README ファイルの記載に したびってファームウ ェ 
アを更新してください。 

本ネットワークボー问こは、 LAN ケーブルは付属していません。本ネッ 
トワークボードを装着して、プ1」ンタをネットワークに接続する場合 
は、カテゴ IJ 己対応のツイストペアケープルび必要です。ケープルや 
ノ'^ブなどは、必要に応じて別途ご用意くださし、。 
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を部のち抑と機能 


①プリンタ接続コネクタ 

プリンタと接続するコネクタです。コネクタには直接手を触れないでください。 

思) LAN コネクタ 

1〇日冉 SE - T /1 00巨 ASE - TX の LAN ケーブル接続部です。 

感 100ランプ（緑色） 

ネットワークボードび]0日日 ASE - TX でネットワークに接続されているとを 
に、点口します。 T 0 BASE - T 接続の場合は、点灯しません。 

® LNK ランプ（緑色） 

ネットワークボードびネットワークに正しく接続されているときに、点灯します。 

感 ERR ランプ（オレンジ色） 

ネットワークボードび正常に動作していないとをに、点灯または点ミ施します。 

感 MAC アドレス 

ARP / 円 N 白コマンドを使用して、 IP アドレスを設定する場合に必要になりま 
す。また、プ U ンタドライバをインストールする場合に必要になることびあり 
ます。 
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ネツトワークボードを取り付ける 


ネットワークボードは、次の手順でプリンタ本体の拡張ボードス□ットに取 
り付けます。ネットワークボードの取り付け作業には、プラスドライバび必 
要です。あらかじめネジに合ったサイズのちのをご用意ください。 


1 をカバーを取り外します。 

をカバーを少、し開けてから©,をカバーを取りかしまず②。 



^ 電源スイッチの"〇"側を巧してプ U ンタの電源をオフにし①、 USB ケーブ 
ルを巧を⑤、電源プラグを軍源コンセントか日巧いて③、アース線を専用 
のアース線端子か日取り外します④。 


































3 電源コード、アース線を取りがしまず。 

作業用スペースび十分とれない攝合は、作業しやすい場所にプ U ンタを移動しま 
す。 

4 ネジをがして、拡張ボードス□ットの保護板を取りがしまず。 



重要 


取り外したな護板とネジは、ネットワークボードを外したときに必要に 
なります。なくさないよラに保管しておいてください。 


h ネットワークボードを拡張ポードス□ットに差し込みます。 

ネットワークボードは、金属製のパネル部分を持ち、ボードを拡張ボードス□ッ 
卜巧部のガイドレールに合わせて差し込みます。 



重要 


G 


•ネットワークボードの部品やプ U ント配線、コネクタには直接手を贼れ 
ないで < ださい。 

• ネットワークボードのフ I 」ンタ接続コネクタを、拡張ボードス n ット内 
部のコネクタに、しっかりと確実に押し込んで<ださい。 


ネットワークボードの上下を、付属の2本のネジで固定します。 



図のように LAN ケーブルにフェライトコアを取り付けます。 

フェライトコアはプ U ンタに接続するコネクタから已 cm 切内の場所に取り付けま 
す。 



0 メで I •フェライトコアは、フ U ンタに同捆されています。 

• 本ネットワークボードには、 LAN ケープルは付属していません。本ネッ 
トワークボードを装着して、プ1」ンタをネットワークに接続する場合 
は、カテゴ IJ 日対応のツイストペアケーブルび必要です。ケーブルや 
A プなどは、必要に応じて別途ご用意ください。 
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8 LAN ケースレを接続します。 

お使いのネットワークに合わせて、ネットワークボードの LAN コネクタに対応し 
た L 冉 N ケープルを接続して<ださい。 



9 電源 コー ド、 アース 線を接続しまず。 

f 0 ァース線を専用のァース線端子へ、電源プラグを電源コンセントへ接続しま 
ず。 


11 

12 


必要に応じて、 USB ケーブルを接続します。 

電源スイッチの "1" 側を押して、プリンタの電源をオンにします。 


ステップ 
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ネットワークボードの LNK ランプ（緑）が点なしていることを確認しまず。 


1 OBASE - T の場合は、 LNK ランプび点灯していれば正常です。 

1日 OBASE - TX の場合は、 LNK ランプと100ランプび点灯していれば正常です。 



正常に動作していない場合はプ U ンタの電源をオフにし、 LAN ケーブルの接続や 
八ブの動作、ネットワークボードの取り付け状態を確認してください。確認した 
あと、電源をオンにしてち正常に動作しない場をは、^ネットワークガイド/本 
編「第4章困ったとをには」を参照してください。 


重要 


本プ U ンタにネットワークボードを装着してご使用になる場合、ネット 
ワークボードのファームウェアのバージョンび 1.1 日し: LL でないと正常 
に動作しません。ネットワークボードの取り付けとソフトウェアのイン 
ストールび完了したあと、ファームウェアのバージョンを U モート UI 
の[ネットワーク]ページにある[ファームウェア]の[バージョン！ 
またはネットワークステータスフ U ントの[ファームウェアバージョ 
ン]で確認してください。1」モート UI については、 U モート UI ガ 
イド r 第3章 U モート UI のいろいろな機能」、ネットワークステータ 
スフ1」ントについては、ネットワークガイド r 第2章ネットワーク 
環境で印刷する環境を設定するには」を参照してください。 

ファームウェアの更新び必要な場合は、キヤノンすームぺージ （ http :/ 
/ canon . jp /) から最新のファームウェアをダウン n - ドして、ファー 
ムウェアに添付の README ファイルの記載に したびってファームウ ェ 
アを更新してください。 


















































14後カバー を取り付けて@、閉めます CD 。 

手順7で LAN ケーブルに取り付けたフェライトコアを後カバーに入れて、図の 
よラにケーブルを後カバーの溝に通します。 
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付録 


CD - ROM にごいて 


■ CAPT (Canon Advanced Printing Technology) ソフトウェア、 
USB クラスドライパ 

付属の CD - ROM に同捆されている巳 APT に anon Advanced Printing 
Technology ) ソフトウェアは本プ U ンタを使用して印刷するために必要な 
ソフトウェアです。お使いのコンピュータに必ずインストールしてください。 
US 日クラスドライバは、 USB ポートを使用して印刷するためのソフトウェ 
アです 。 CAPT に anon Advanced Printin 旨 Technology ) ソフトウェア 
および USB クラスドライバにはじ(下のものびあります。 

• Windows 目8 /Me 巧 CAPT プI」ンタドライバ 

• Windows 2000/XP/Server 2003巧 CAPT プ U ンタドライバ 

• Windows 日8巧 USB クラスドライバ* 

* Windows Me/ 200 日 / XP/Server 吕〇 03 用 USB クラスドライバは、 OS に標萃の USB クラスドライパを 
使用します。 


@ メモ！ お使いになる前には、必ず CD-ROM Setup から[ドライバ README 

ファイル]をお読みください。 


■ NetSpot Device Installer、Print Monitor Installer 

付属の CD - ROM には、ネットワークプ □ トコルの初期設定を巧う 「NetSpot 
Device Installer 」 や TCP / IP ネットワーク上のプ U ンタに接続するための 
ポートを作成する 「Print Monitor Installer 」 び同捆されています。なお、 
CD-ROM Setup からプ U ンタドライバをインス!ルした場合、自動的に 
ネットワークの初期設定やポートの作成び巧われます 。 「NetSpot Device 
Installer」、「Print Monitor Installer 」 は、 CD - R 日 M Setup を使巧せずに 
手動で IP アドレスを設定しなおす場ちやポートを作成したい場含に、必要に 
応じてご使巧ください。 


メモ I [NetSpot Device Installer」 、 「Print Monitor Installer 」 の詳細に 
ついては、 g ネットワークガイド/本編「第2章ネットワーク環境で 
印刷する環境を設定するロホ」を参照してください。 
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■ FontGallery (TrueType フォント） 


「 FontGallery 」 は 、 Windows 対応の TrueType フォントです 。 Windows 
目 8/ Me、Windows 20日 0/ XP 上のアプ U ケーシヨンで自由に使うことび 
できます。アウトラインフォントで作成され、フォントサイズも自由に変更 
して表示、印刷でをます。 

また、 「 FontGallery 」 の各書体と「かなデータ」を組み含わせて、新しい書 
体として登録するためのユーティリテイ 「 FontComposer 」 もお使いいただ 
けます。 


メ f I FontGallery をインストールする前には、必ず CD-ROM Setup から 
[ FontGalieryREADME ファイル]をお読みください。 


CD-ROM Setup にごいて 


付属の CD - ROM を CD - ROM ドライブにセットすると、：欠の CD-ROM 
Setup が自動的に表示されます。 

CD-ROM Setup から备ソフトウエアのインス I ルなどを始めることがで 
をます。 



•CD-ROM Setup ヘルプ 

このボタンをク U ックすると、 CD-ROM Setup についてのオンライン ヘル 
プが表示されます。各項目をク U ックするとその説明が表示されます。 

•ドライバインストール 

このボタンをク U ックすると、セットアップウィヴードが起動し、プリンタ 
ドライバのインス I -ールを行います。 






















♦ ドライバ README ファイル 

このボタンをク U ックするとプ U ンタドライバの README ファイルび表示 
されます。このファイルにはオンラインヘルプや取扱説明書に記載されてい 
ない、個別の情報や重要な情報び記載されています。本プ U ンタをお使いに 
なる前に、必ずお読みください。 

•取巧説明書 

このボタンをク U ックすると [ LBP 5600 取扱説明書]び表示されます。[設 
置時にお読みください]、[ユーヴーズガイド]、[ネットワークガイド/本編]、 
[ U モート UI ガイド]のいずれかをク U ックすると、 PDF マニュアルび表示 
されます。 PDF 形式のマニュアルを表示するには 、 Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader び必要です。ご使巧のシステムに Adobe Reader/Adobe 
Acrobat Reader びインストールされていない場合は、アドビシステムズ社 
のホームページか b ダウン□ー ドし、インス I -ールしてください。 

* 付属の CD - R 日 M の 「 Manuals 」 フォルダには、政下の PDF マニュアル 
び収め b れています。 

設置時にお読みください ： ManuaLl .pdf 
ユーザーズガイド： ManuaL 2 .pdf 

ネットワークガイド/本編： ManuaL 3 .pdf 
U モート UI ガイド： Manual _4 .pdf 

♦オンライン ユーザ 登録 

このボタンをク U ックすると、キヤノンホームページのご購入ちアンケート 
ページへアクセスします。大変お手数ではございますが、質問事項にご回答 
ください。ご回答いたださました内容はより良いサービスと今後の製品開発 
の貴重な資料として活用し、それ!;(がの目的に使用することはありません。 

* アンケートにご回答いただく隙には、商品名称と本体機番を入力していた 
だく必要びあります。 


例）商品名称 L 巳 P 已日00 

本体機蚕 LNRA 000 日01 

(保証書および本体背面、捆包箱が側に記載されています。) 


• ソフトウ I ア集 SmileWare.jp 

このボタンをク U ックすると、プリンタをより便利に使ラための情報ページ 
へアクセスします。 


♦按了 


CD-ROM Setup を閉じます。 


メ =F I • に D - R 0 M 挿入時に自動表おする]び選択されているとき付属の CD - 
ROM ^ CD-ROM ドライブにセットすると、 CD-ROM Setup び自動 
的に表示されます。 

• CD - R 日 M Setup び表示されない場合は、[スタート]メニューから [ファ 
イル名を指定して実行]を選択しての : ^Japanese ¥ CN 冉 C 2 MNU . exe 」 
と入力し、[日に]をク U ックします。 

(ここでは、 CD - ROM ドライブ名をの:」と表記しています。 CD - ROM ド 
ライブ名は、お使いのコンピュータによって異なります。） 

• [FontGallery README ファイル ]、 [FontGallery インストール]、お 
よび [ FontComposer インストール]については^ユーヴーズガイ 
ド r 第8章付録」を参照してください。 
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消耗品-オプション製品のご購入ご相談窓口 


消耗品-オプション製品はお買い上げ頂いた販売店、またはお近くのキヤノン製 
品取り扱い店にてお買い求めください。ご不明な場合は、下記お客様相談センター 
までご相談ください。 


修理サービスご相談窓口 


修理のご相談は、お買い上げ頂いた販売店にご相談ください。ご不明な場合は、 
下記お客様相談センターまでご相談ください。 


Canon 


キヤノン株式会社 • キヤノンマーケティングジャパン巧式会社 


お客様相談センター（全国共通番号） 

050 - 555-90061 

[受付時間] く 平日> 9:0日〜2日:日日く± 曰祝日 > 1日:日日〜17:日日 
(1/1 〜 3 は休ませていたださます） 

※上記番号をご利用いただけない方は日 43-211-9 目 27 をご利用くだ 
さい。 

《IP 電話をご利用の場合、プ□バイダーのサービスに よってつ なが 5 な 
い場合があります。 

※受付時間は予告なく変更する場をがあります。あ S かじめご了承ください。 


キヤノンマーケティングジャパン株式会社干 108- S 01 1東京都港区港南 2-16 -目 

Canon ホーム ぺ ージ： http://canon.jp 


FT5-0247 (000) 


m 

本書は、本文に100%の 
再生紙を使巧していまず。 

本書は、揮発性有機化合物 
(VOC) ゼ□のインキを使 
用していまず。 

リサイクルに配慮して製本 
されていますので、不要と 
なった際は、回収リサイク 
ルに出しましよう。 
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